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主な内容

6　中山栄樹副市長 就任のごあいさつ

9　拠点配水池の整備が完了

10　市功労者表彰式
14　1,047 人が新成人に
17　三郷交流学習センター「ゆりのき」イベント

緊張した面持ちで発言する中
学生議員。この日のために学習
会やリハーサルを重ねました。

特
集
◎

未
来
は
ぐ
く
む

～ 

中
学
生
議
会
と
教
育
施
策 

～中学生 18 人と質疑応答
昨年 11 月 11 日、中学生議会を開催し
ました。市内 7 中学校の 2 年生 18 人が
将来のまちづくりについて考え、市政へ
の提言をしました。 議会を終え、安どの表情。多くの傍聴者が聞き入る

中、演台に立ち堂々と発表することができました。
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穏やかに暮らせるまちグループ

安全・安心・快適なまちグループ

豊かな産業のあるまちグループ

　
～
中
学
生
議
会
と
教
育
施
策
～

市
政
を
学
び
、
施
策
を
提
言

市
で
は
11
月
11
日
、
中
学
生
議
会

を
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
保
護
者

が
傍
聴
す
る
中
で
、
市
内
7
中
学
校
の

2
年
生
18
人
が
宮
澤
市
長
や
市
幹
部
職

員
に
提
言
型
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
の
将
来
を
担

う
中
学
生
の
声
を
市
政
に
生
か
す
こ
と

や
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

提
言
を
取
り
入
れ
た
施
策

今
回
で
5
回
目
と
な
る
中
学
生
議

会
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
提

言
が
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や

通
学
路
の
歩
道
整
備
、
中
学
生
に
も
分

か
り
や
す
い
景
観
学
習
冊
子
の
作
成
、

除
雪
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な

ど
の
提
言
が
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が「
で
き
る
こ
と
」も
盛
り
込
む

中
学
生
議
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

っ
て
、
市
政
全
般
を
学
ぶ
学
習

会
を
7
月
か
ら
全
3
回
の
日
程
で
行
い

ま
し
た
。
中
学
生
は
、
6
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
市
の
現
状
や
地
域
の
課

題
な
ど
を
市
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
学
び
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、「
ま
ず
、
自
分
は

何
が
で
き
る
の
か
、何
を
し
た
い
の
か
」

を
考
え
、
そ
の
上
で
提
言
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

未
来
は
ぐ
く
む

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

11
月
に
開
か
れ
た
中
学
生
議
会
で
は
、
18
人
の
中
学
生
が
市
の
現
状
や
課
題
を
学
び
、

市
政
へ
の
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
何
を
提

言
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
市
で
は
、
こ
の
他
に
ど
ん
な
教
育
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平成 29 年度 安曇野市中学生議会 参加生徒（敬称略）

【豊科南中学校】内田 明花・斉藤 春樹
【豊科北中学校】風間 朝水・下里 瞳衣・武田 隆志
【穂高東中学校】石井 澪・辻 真白・髙田 悠生
【穂高西中学校】髙橋 優佳・中澤 新・待井 みちる
【三郷中学校】神谷 咲智・切久保 匡河・寺尾 美緑
【堀金中学校】森川 晴仁・米倉 遥
【明科中学校】栗幅 建年・寳 愛弥心

市内中学校 7 校の 2 年生 18 人が、学習会で学ん
だ成果を生かし、提言型の質問をしました。
今回の記事では、提言の一部を要約して掲載しま
す。議事録は市ホームページにも掲載しています。

【提言の一例】 一人暮らしの高齢者が夜間安心して暮らせるよ
うに、自宅にカメラとブザーを設置する取り組みをしてはどう
でしょうか。

【回答要旨】　市では、地域住民が一人暮らしの高齢者を支え
合う活動を推進しています。地域住民、事業者、行政などが連

携した見守り活動を実施することが重要と考えています。カメ
ラの設置については、プライバシーなどの課題もあり、導入は
難しい状況です。市では、一人暮らしの高齢者世帯を対象に、
緊急ボタンを押すと業者に連絡がいく「緊急通報サービス事業」
を行っており、このシステムを有効活用します。

７月から全３回の学習会を開催。市の現状や地域課題を
研究し、提言内容を考えました。

髙橋さん、髙田さん、栗幅さん

【提言の一例】 避難訓練では、私たち中学生は避難場所に
避難するだけですが、中学生が避難場所で手助けできる活動

をパンフレットで掲載してはどうでしょうか。

【回答要旨】 現在、作成中の「避難所開設・運営ガイドラ
イン」に、ボランティアと連携する項目として、具体的な活
動を掲載できればと考えます。学校はほとんどが避難所とな
ることから、校舎にも詳しい中学生がボランティアとして参
加すれば、避難所運営の強力な手助けになると思われます。

石井さん、斉藤さん、米倉さん

【提言の一例】 観光シーズンに混雑している大王わさび農
場周辺の交差点を、信号機のない交差点「ラウンドアバウ
ト」にしてみてはどうでしょうか。

【回答要旨】 ラウンドアバウトは、信号の待ち時間がなく、
円滑な自動車の流れが期待できます。しかし、交通量が多
い交差点では、スムーズに中に入れないことがあります。
該当箇所は、交流量が多く、導入効果が得られにくいと考
えます。適用目安としては、1 日の交差点流入量が 1 万台
未満であることなどが挙げられます。市内の渋滞箇所や事
故発生の多い交差点で、適用条件が合う箇所については、
導入に向け検討します。寺尾さん、中澤さん、下里さん
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人と文化を育むまちグループ

協働によるまちづくりグループ

環境にやさしいまちグループ

【提言の一例】 図書館を多くの人に利用してもらうため、色々な
種類のパンフレットの作成、学校の勉強に合わせた資料を増やし

てほしいです。

【回答要旨】 市の小中学生を対象とした調査では、図書館を「毎
日使う」から「月に 1 回ぐらい」という人が約 30％という結果で、
もう少し利用者を増やしたいと考えています。図書館では、年代
別の「おすすめブックリスト」を作成しています。このリストの
小中学校への配布や、図書館だよりの小中学生版の作成も考えて
います。また、公共図書館から学校の図書館に本を届ける事業も
しているので、勉強に合わせた資料として活用をしてほしいと思
います。

【提言の一例】 自家用車がなくても、お年寄りから子どもま
で、それぞれの地域に行くことのできるバスなどの公共交通
を整備してもらいたいです。

【回答要旨】 市の世帯当たりの自家用車保有台数は県内 19
市でも高い位置を占めています。デマンド型乗合タクシー「あ
づみん」は年間約 9 万人が利用しているものの、利便性など
の課題も多い状況です。「あづみん」は運行開始から 10 年を
迎えたこともあり、利便性の向上と安定した運行を継続する
ため、見直しを進めます。

【提言の一例】 安曇野の地下水の課題は、豊富な水量を維持
できていないことだと思います。豊科北中では、生徒会活動と
して節水シールを貼っています。「ここ 30 年で地下水が 205
億㌧も減っています」と記載したシールを作成し、各家庭など
で貼ってもらってはどうでしょう。

【回答要旨】 シールの作成と配布は、節水を促す効果が高い
と考えられ、大変貴重な提案です。導入を研究します。市では、
平成 25 年に「地下水保全・涵養及び適正利用に関する条例」
を施行し、平成 29 年に「水環境基本計画」と「行動計画」を
策定しました。今後、幅広い世代の皆さんに、地下水資源の価
値、地下水を守る取り組みなどを発信していきます。

　寳さん、辻さん、風間さん

切久保さん、森川さん、内田さん

　武田さん、待井さん、神谷さん

●
入
学
準
備
金
貸
付
制
度

　

高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
へ
、
入
学
準
備
金
を
無
利
子

で
貸
付
け
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、
市
内
企
業
か
ら

の
寄
付
金
と「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
付
」

を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

●
広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
事
業

　

過
去
に
起
き
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知

る
機
会
を
通
じ
、平
和
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
、
行
動
す
る
な
ど
平
和
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
広
島
平
和
記
念
式
典

に
参
加
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
度
の
実
施
か
ら
１
２
９

人
の
中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
英
語
課
外
授
業

　
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派
遣
事
業

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
対

応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
国

際
感
覚
を
養
い
、
英
会
話
能
力
の
向
上

を
図
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
中
学
校
の
放
課
後
を
利
用

し
た
外
国
人
講
師
に
よ
る
課
外
授
業
の

開
催
、
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
に
中

学
生
を
派
遣
す
る
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を

創
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
ご

と
の
地
域
教
育
協
議
会
で
、
ど
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
の
か
と

い
う
学
校
運
営
の
目
標
や
願
い
、
課
題

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、「
地
域
と
と
も
に
つ
く
る
学
校
、

地
域
に
根
差
し
た
魅
力
あ
る
学
校
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

● 

電
子
黒
板
整
備

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
学
校

の
教
育
現
場
で
も
活
用
し
、
分
か
り
や

す
い
授
業
や
情
報
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
29
年
度
に
電
子
黒
板
１
２
６

台
を
中
学
校
に
導
入
し
ま
し
た
。
導
入

後
の
効
果
検
証
を
行
い
、
小
学
校
へ
の

導
入
を
検
討
し
ま
す
。

●
小
中
学
校
の

　
耐
震
化
な
ど
の
整
備

　

安
全
で
快
適
な
学
校
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
、
避
難
所
と
な
る
屋
内
運
動

場
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、本
年
度

か
ら
市
内
で
最
も
古
い
穂
高
南
小
学
校

の
長
寿
化
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集◎未来はぐくむ ～中学生議会と教育施策～

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

～ 

市
の
主
な
教
育
施
策 

～

海外ホームステイ交流派遣事業では延べ14人
を派遣。国際感覚豊かな人材を育んでいます。

豊かな人を育むまちづくり

これからの時代を担う子どもたちの育成は、まちづくりの基本です。
また、少子高齢化の進展など、社会が急速な変化を遂げている現在、
教育環境の整備がますます重要性を増しているといえます。市では、

「豊かな人を育むまちづくり」を市政の大きな柱に掲げ、さまざまな
施策に取り組んでいます。安曇野に誇りと愛着を持ち、地域を守り育
てる人材を育成できるよう、市民の皆さまや関係機関と連携しながら、
共に子どもたちを育んでまいります。

安曇野市長　宮澤 宗弘
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
選
挙
管
理
委
員
会
・
公
平
委
員
会
ほ
か
人
事

■
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
の
き
」
が
完
成

■
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け 

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
が
発
足

12
月
28
日
の
市
議
会
第
２
回
臨
時

会
に
お
い
て
、
中
山
栄
樹
氏
の
副
市

長
選
任
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

中
山
栄
樹
氏
（
穂
高
柏
原
・
65
歳
）

は
、昭
和
52
年
に
旧
穂
高
町
に
奉
職
、

合
併
後
は
、
安
曇
野
市
企
画
財
政
部

長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
25
年
３
月
の

定
年
退
職
後
は
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
常
務
理
事
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

就
任
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
ご
あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
ま
す
。

◇

１
月
4
日
に
辞
令
交
付
を
受
け
、

安
曇
野
市
副
市
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り

の
き
」
の
建
設
工
事
が
完
了
し
、
12

月
26
日
、
施
行
業
者
か
ら
市
に
鍵
が

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
図
書
館
を
中
心
と

し
た
文
化
複
合
施
設
で
、
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
学
習

室
を
備
え
て
い
ま
す
。
鉄
骨
平
屋

１
８
４
６
平
方
㍍
で
、総
事
業
費
は
、

備
品
や
設
計
費
な
ど
を
含
め
、
約

12
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
開
館
時
の

複
雑
、
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
、
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議（
田
村
浩
会
長
）

の
初
会
合
が
12
月
14
日
、
市
役
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
市
区
長
会
か
ら
、

区
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
と

し
て
検
討
依
頼
の
あ
っ
た
「
全
市
的

な
見
守
り
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
」「
区
の
意
義
や 副

市
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

市
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市
民
福

祉
の
一
層
の
向
上
、
そ
し
て
、
未
来

の
安
曇
野
市
が
ま
す
ま
す
輝
く
ま
ち

と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

蔵
書
数
は
約
4
万
１
０
０
０
冊
で
、

徐
々
に
増
や
す
予
定
で
す
。

三
郷
図
書
館
の
移
転
改
築
は
、
旧

三
郷
村
時
代
か
ら
計
画
さ
れ
て
お

り
、
三
郷
地
域
の
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
の
完
成
に
よ
り
、
5
地
域
の
文
化

拠
点
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

愛
称
と
な
っ
た
「
ゆ
り
の
き
」
は
、

公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
、
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
役
所

重
要
性
の
理
解
促
進
」
の
２
つ
の
議

題
に
つ
い
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
設
け
検
討
を
重
ね
ま
す
。

会
議
で
は
、
市
民
の
最
も
身
近
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
区
へ
の

加
入
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
に

つ
い
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
「
防
災
を
切
り
口
に
す
れ
ば

区
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
活
発
に
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
で
区
の
役
員

が
で
き
な
い
た
め
、
区
の
退
会
を
希

望
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
い

う
現
状
に
も
触
れ
、
役
員
の
免
除
や

共
助
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
今
後
１
年
間
程
度

議
論
を
重
ね
、
市
へ
の
提
言
を
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

会
と
安
曇
野
市
等
公
平
委
員
会
の
各

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
両

委
員
と
も
平
成
29
年
12
月
22
日
か
ら

4
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員

に
布
山
茂
正
委
員
（
三
郷
）・
望
月

静
美
委
員
（
明
科
）
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、中
澤
み
ど
り
委
員（
穂

高
）
が
新
た
に
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日

か
ら
3
年
間
で
す
。

三
郷
支
所
前
の
ユ
リ
ノ
キ
が
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

式
典
で
宮
澤
市
長
は
「
市
民
の
情

報
拠
点
と
し
て
、
生
涯
学
習
を
支
援

す
る
図
書
館
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

開
館
は
本
年
3
月
10
日
で
、
施
設

の
利
用
案
内
な
ど
は
、
広
報
あ
づ
み

の
2
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

完成した三郷交流学習センター「ゆりのき」

地域課題解決の依頼を受ける田村会長（写真左）

中
山
栄
樹 

副
市
長
　
就
任
の
あ
い
さ
つ

市
長
補
佐
役
と
し
て 

全
力
で

市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す

副市長　中山 栄樹

選挙管理委員

布山 弘
選挙管理委員

中村 守良
選挙管理委員会

委員長職務代理者
丸山 くみ子

公平委員会委員

宮井 麻由子
公平委員会
職務代理者

曽根原 幸人

公平委員会委員長

和田 博

選挙管理委員会
委員長

竹内 勲
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■
守
る
会
が
天
王
原
を
ブ
ド
ウ
畑
に
再
生

■
水
道
料
金
の
見
直
し 

検
討
始
ま
る

■
非
常
時
の
水
道
水
確
保
に
備
え
　「
拠
点
配
水
池
」
の
整
備
が
完
了

明
科
地
域
の
農
業
を
守
る
会
（
池

上
洋
助
会
長
）
で
は
、
荒
廃
し
た
明

科
・
天
王
原
の
農
地
を
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
畑
と
し
て
再
生
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

昨
年
初
収
穫
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
（
シ
ャ

ル
ド
ネ
種
）
０
・
４
㌧
を
使
っ
た
白

ワ
イ
ン
が
完
成
し
、
市
に
寄
贈
と
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
科
・
天
王
原
は
、
か
つ
て
は
地

域
を
支
え
た
桑
畑
で
し
た
が
、
木
が

生
い
茂
り
、
荒
れ
た
農
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
25
年
10

市
で
は
12
月
22
日
、
水
道
料
金
の

適
正
料
金
の
あ
り
方
と
そ
の
適
用
時

期
に
つ
い
て
、
市
上
下
水
道
事
業
経

営
審
議
会
（
飯
沼
良
明
会
長
）
に
諮

問
し
ま
し
た
。

市
の
水
道
事
業
は
現
在
、
安
定
的

な
財
政
状
況
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
後
、
人
口
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
収
入
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐

震
化
や
施
設
の
更
新
と
い
っ
た
設
備

非
常
時
に
備
え
る
拠
点
配
水
池
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
上
長
尾
配

水
池
の
耐
震
化
工
事
が
12
月
20
日
、

し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。

災
害
な
ど
非
常
時
に
は
、
水
道
管

の
破
裂
な
ど
の
異
常
発
生
が
想
定
さ

れ
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
こ
と
や
給

水
活
動
の
拠
点
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
市
内
45
カ
所
あ
る
配

月
に
明
科
地
域
の
農
業
委
員
を
中
心

に
同
会
を
設
立
し
、
約
10
㌶
の
ブ
ド

ウ
畑
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同

会
で
は
、
国
と
市
の
補
助
に
よ
る
資

材
提
供
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
な

ど
の
防
護
柵
設
置
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
南
安
曇
農
業
高
校
の
生

徒
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

な
ど
、
多
く
の
人
の
手
に
よ
り
、
開

墾
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
が
実
り
、
3
人
の
耕
作
者
も

公
募
に
よ
り
決
定
し
、
本
年
度
は
約

13
㌧
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

耕
作
者
の
池
上
文
康
さ
ん
は
「
今

後
は
ワ
イ
ン
の
自
家
醸
造
を
目
指

し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
が
美
し
い

天
王
原
を
ワ
イ
ン
と
ジ
ビ
エ
料
理
が

楽
し
め
る
場
所
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
多
く
の
人
の
力
と

固
い
意
志
が
あ
れ
ば
、
困
難
な
農
地

再
生
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
ワ
イ
ン
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

投
資
な
ど
の
財
源
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
水
道

料
金
は
、
超
過
料
金
が
旧
町
村
ご
と

に
違
い
、
不
均
衡
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

今
回
の
諮
問
は
、
今
後
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
使
用
者

間
の
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

に
、
定
期
的
な
議
論
を
重
ね
、
方
向

性
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

水
施
設
の
う
ち
、
水
源
か
ら
直
接
送

水
を
受
け
て
い
る
8
カ
所
の
施
設
を

「
拠
点
配
水
池
」
に
定
め
、
施
設
の

耐
震
化
な
ど
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。同

施
設
の
整
備
は
、
稼
働
さ
せ
な

が
ら
工
事
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
、
既
存
施
設
の
隣
地
に
建

て
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
内
に

は
、
給
水
車
へ
の
給
水
を
行
う
臨
時

給
水
ス
ペ
ー
ス
や
車
両
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
、資
材
倉
庫
を
設
置
し
、

拠
点
配
水
池
と
し
て
の
機
能
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
既
設
配
水
池
解
体
撤

去
工
事
を
含
め
、
約
4
億
７
０
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
完
了
に
よ
り
、
市
内

の
拠
点
配
水
池
の
整
備
は
す
べ
て
完

了
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
水
道
事
業
は
市
民

生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

忌
憚
な
く
意
見
を
交
わ
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

審
議
会
は
今
後
、
上
下
水
道
事
業

の
有
識
者
10
人
に
よ
り
議
論
が
行
わ

れ
ま
す
。

完成した白ワインを贈った池上文康さん（左から２人目）

12 月 1 日の入賞者表彰式　（主催：市租税教育推進協議会）
諮問書を受ける飯沼会長（写真右）耐震化工事が行われた上長尾配水池

次代を担う中高生の皆さんに、税への理解を深めて
もらうため、作文とポスターを募集しました。応募数
は作文 851 作品、ポスター 320 作品。このうち、作文
34 作品、ポスター 12 作品が入賞しました。受賞者は
次の皆さんです。（敬称略）
問税務課諸税係（471・2484　672・2065）

【作文の部】 ▶松本税務署長賞　金子リサ（豊科高）、髙
橋幸汰朗（穂高商業高）　▶長野県租税教育推進協議会
長賞　大久保美初（穂高商業高）　▶長野県納税貯蓄組
合連合会会長賞　小澤颯良（堀金中）　▶松本地区納税
貯蓄組合連合会会長賞　和田実咲（豊科南中）、橋詰奈
津（豊科北中）、成田道哉（穂高西中）、元木実優（三郷中）、
堀井笑佳（堀金中）、前山琳太郎（堀金中）、野沢静玖（明
科中）　▶松本地区歴代国税モニター会長賞　古畑優莉

（南安曇農業高）　▶安曇野市長賞　飯沢倫子（穂高商業
高）、宮本暁（穂高商業高）、丸山柊（豊科南中）、古川
楓馬（豊科北中）、坪田知子（穂高東中）　▶安曇野市教
育委員会賞　古澤多笑（豊科高）、宇井悠（南安曇農業高）、
舟山ちひろ（穂高商業高）、山本晃司（穂高商業高）、青
山彩菜（穂高商業高）、宮澤彩那（穂高商業高）、大谷麻
綺（豊科南中）、安田みずき（豊科北中）、村上桜凪（穂
高東中）、臼井優月（穂高西中）、小林美公（穂高西中）、
林奏芽（穂高西中）、宮川里紗（三郷中）、井藤圭都（堀
金中）、中嶋望玖（堀金中）、小松純也（堀金中）　加々
美花音（明科中）　

【ポスターの部】▶安曇野市長賞　阿部由凛（豊科南中）、
横山笑心（豊科南中）、上條由羽里（豊科南中）　▶安曇
野市教育委員会賞　佐藤かすみ（明科高）、丸山里桜（豊
科南中）、宮澤眞（豊科南中）、萩原明香（豊科南中）、林寿々
子（豊科南中）、古幡夏実（豊科南中）、渡辺陽介（豊科
北中）、寺沢奏有（豊科北中）、野村結奈（豊科北中）

税に関する作文・ポスターの入選者表彰
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●
区
自
治
功
労

　

区
長
お
よ
び
区
長
会
長
を
、
多
年

に
わ
た
り
歴
任
さ
れ
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

熊く
ま
い井　

深ふ
か
お男 

様
（
穂
高
）

●
善
行
功
労

　

道
路
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
、
多
年

に
わ
た
り
続
け
ら
れ
、
市
の
環
境
美

化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

手て
づ
か塚　

允ち
か
と人 

様
（
豊
科
）

株
式
会
社 

バ
イ
タ
ル 

様
（
豊
科
）

【
感
謝
状
】

●
自
治
功
労

　

市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

黒く
ろ
い
わ岩　

豊と
よ
ひ
こ彦 

様
（
堀
金
）

藤ふ
じ
わ
ら原　

正ま
さ
み
つ三 

様
（
穂
高
）

●
統
計
功
労

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
、
統
計
行
政

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

曽そ
ね
は
ら

根
原　

宏ひ
ろ
い
え宇 

様
（
穂
高
）

中な
か
む
ら村　

憲け
ん 

様
（
三
郷
）

●
寄
贈
・
寄
附

　

貴
重
な
作
品
や
資
料
を
寄
贈
さ

れ
、
収
蔵
作
品
の
充
実
と
文
化
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大お
お
の野　

慶よ
し
こ子 

様
（
神
奈
川
県
藤
沢

平
成
29
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰

式
と
新
年
祝
賀
会
が
１
月
4
日
、
安

曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊

科
南
穂
高
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
功
労
表
彰
式

功
労
表
彰
式
で
は
21
人
と
１
企
業

の
皆
さ
ん
に
宮
澤
市
長
か
ら
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不

同
）

【
表
彰
状
】　

●
自
治
功
労

　

市
議
会
議
員
お
よ
び
市
副
市
長
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

濵は
ま　

昭し
ょ
う
じ次 

様
（
三
郷
）

松ま
つ
ざ
わ澤　

好よ
し
の
り哲 

様
（
堀
金
）

荻お
ぎ
わ
ら原　

勝か
つ
あ
き昭 

様
（
穂
高
）

村む
ら
か
み上　

葊ひ
ろ
し志 

様
（
豊
科
）

●
産
業
功
労

　

長
野
県
梓
川
土
地
改
良
区
理
事
長

ほ
か
、
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
土

地
改
良
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

井い
ぐ
ち口　

謙け
ん
じ司 

様
（
豊
科
）

市
）

髙た
か
は
し橋　

貞さ
だ
お夫 

様
（
大
町
市
）

な
お
、
本
年
度
左
記
の
皆
さ
ん
に

も
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

た
め
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
29
年
4
月
14
日
贈
呈
）

善ぜ
ん
に
ょ
う
じ

如
寺　

精せ
い
い
ち一 

様
（
群
馬
県
高
崎

市
）

　

市
内
図
書
館
の
図
書
購
入
費
と
し

て
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
29
年
12
月
18
日
贈
呈
）

（
故
）
水み
ず
や谷　

豪た
け
お男 

様
（
愛
知
県

名
古
屋
市
）

●
社
会
教
育
功
労

　

市
体
育
協
会
長
ほ
か
、
多
年
に
わ

た
り
、
社
会
教
育
の
推
進
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

下し
も
さ
と里　

安や
す
お生 

様
（
穂
高
）

●
社
会
体
育
功
労

　

指
導
者
と
し
て
、多
年
に
わ
た
り
、

青
少
年
健
全
育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

淺あ
さ
か
わ川　

尚な
お
あ
き昭 

様
（
穂
高
）

臼う
す
い井　

良よ
し
と
み臣 

様
（
堀
金
）

●
消
防
功
労

　

消
防
業
務
に
多
年
に
わ
た
り
従
事

さ
れ
、
市
消
防
団
分
団
長
と
し
て
消

防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

増ま
す
だ田　

喜き
よ
ひ
ろ

代
浩 

様
（
明
科
）

征そ

や

の
矢
野　

和か
ず
ひ
さ久 

様
（
穂
高
）

白し
ら
さ
か坂　

勝
ま
さ
る 

様
（
豊
科
）

●
社
会
福
祉
功
労

　

保
護
司
と
し
て
、多
年
に
わ
た
り
、

更
生
保
護
活
動
と
明
る
い
社
会
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

淺あ
さ
か
わ川　

利と
し
お夫 

様
（
堀
金
）

赤あ
か
は
ね羽　

史ふ
み
は
る治 

様
（
穂
高
）

表彰式終了後には、新年祝賀会を開催。約 300 人が出席し、
新しい年を祝いました。

■
市
功
労
表
彰
式
・
新
年
祝
賀
会
を
開
催

後列左から中山栄樹副市長、白坂勝、増田喜代浩、臼井良臣、淺川尚昭、淺川利夫、黒岩豊彦、曽根原宏宇、中村憲、
橋渡勝也教育長
前列左から手塚允人、下里安生、井口謙司、村上葊志、宮澤宗弘市長、小松洋一郎市議会議長、濵昭次、松澤好哲、
熊井深男、内川集雄市議会副議長（受賞者は敬称略）
※当日欠席された受賞者の皆さんには後日伝達しました。

表敬
訪問

全国大会出場を前に宮澤市長を表敬訪問した皆さ
んを紹介します。（敬称略）
平成 29 年 12 月 11 日
2017 バスケットボールジャパンカップＵ -14
出場（静岡県）
丸
まるやま

山美
み さ き

咲、鰐
わにかわ

川優
ゆ う な

那、平
ひらばやし

林優
ゆ う な

奈、古
ふるかわ

川怜
れ い か

佳、熊
く ま の

野
礼
ら い む

紫、藤
ふ じ た

田瑞
み ず き

生、加
か と う

藤凜
り め か

姫（穂高東中）南
みなみやま

山結
ゆい

（塩尻中）
ジャパネット杯　
春の高校バレー第 70 回全日本バレーボール高等
学校選手権大会出場（東京都）
降
ふりはた

幡加
か な

菜、遠
えんどう

藤瑞
み ず き

季、青
あおやま

山萌
め い む

夢、手
て づ か

塚陽
ひ ま り

真莉、北
きたばやし

林
心
こ こ あ

愛、平
ひ ら た

田奈
な お

桜、青
あおやぎ

栁汐
し づ ね

都音（松商学園高校）
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第 31 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会
出場（大阪府）
江
え も と

本友
ゆ か

香（堀金中）

平成 29 年 12 月 25 日
第 26 回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
出場（兵庫県）
萩
はぎわら

原一
い ち は

葉、藤
ふじわら

原海
み う

宇、吉
よしかわ

川安
あ ず み

純、新
に っ た

田安
あ ゆ

悠、浅
あさかわ

川涼
す ず ね

音（松
商学園高校）　

全国で活躍
安曇野の子どもたち
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健
康
づ
く
り
講
座
「
軽
体
操
・
体

づ
く
り
・
ボ
イ
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

音
楽
に
合
わ
せ
た
簡
単
な
リ
ズ
ム
体

操
や
、
声
を
出
し
て
体
を
動
か
す
「
ボ

イ
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
で
日
常
生
活
に

必
要
な
体
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。
男
性

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
2
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・
3
月
7

日
・
14
日
（
水
曜
日
・
全
5
回
）

午
後
１
時
30
分
～
2
時
30
分

場
穂
高
会
館
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
小
林
美
穂
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導

士
）・
杉
本
裕
子
さ
ん（
音
楽
療
法
士
）

費
１
０
０
０
円
（
5
回
分
）

定
30
人
（
先
着
順
）

申
１
月
29
日
（
月
）
～
2
月
2
日
（
金
）

に
穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

文
化
教
養
講
座

「
試
演 

安
曇
野
話
の
泉
劇
場 

第
１
回
」

不
毛
の
地
で
あ
っ
た
安
曇
野
を
美
し

く
豊
か
な
地
に
開
拓
し
た
先
人
た
ち
の

話
を
3
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
語
り
ま
す
。

日
2
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
穂
高
会
館
第
2
会
議
室

内
「
流
れ
の
勝
利
者
た
ち
」

予
約
可
能
期
間　

4
月
1
日
（
日
）
～

平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）

予
約
方
法　

2
月
19
日
（
月
）
か
ら
豊

科
公
民
館
窓
口
で
（
受
付
は
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
）

注
意
事
項　

会
議
室
の
予
約
受
付
は
、

使
用
日
前
月
の
１
日
か
ら
で
す
。（
大

ホ
ー
ル
使
用
に
伴
う
会
議
室
は
大
ホ

ー
ル
予
約
時
に
受
付
可
）
4
月
分
の

会
議
室
の
予
約
受
付
は
、
3
月
１
日

（
木
）
か
ら
行
い
ま
す
。

市
内
4
つ
の
高
校
と
大
町
岳
陽
高
校・

白
馬
高
校
合
同
の
演
劇
部
が
、
役
者
を

は
じ
め
、
音
響
や
照
明
な
ど
全
て
自
分

た
ち
で
分
担
し
て
公
演
を
行
い
ま
す
。

日
2
月
12
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

田
淵
行
男
作
品
展

高
山
蝶
―
美
し
い
ナ
イ
ン
―

本
州
の
高
山
に
暮
ら
す
9
種
類
の
蝶

▽
穂
高
温
泉
郷
の
引
湯
も
の
が
た
り

▽
山
に
向
う
川
「
拾
ケ
堰
」 

な
ど

講
中
島
博
昭
さ
ん
（
地
域
史
研
究
家
）

と
十と
え
だ枝
功い
さ
おさ
ん
（
語
り
べ
）

費
無
料　

申
不
要

第
2
回
を
4
月
21
日
（
土
）、
第
3

回
を
6
月
9
日
（
土
）
に
開
催
予
定

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
座

あ
か
し
な
農
業
塾
で
育
て
た
こ
ん
に

ゃ
く
芋
で
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
す
。

日
2
月
9
日
（
金
）
午
前
9
時
～
正
午

場
明
科
公
民
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
望
月
亮
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ

ン
ド
く
ら
し
の
専
門
委
員
）

費
５
０
０
円　

定
20
人
（
先
着
順
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
厚
手
の
炊

事
用
ゴ
ム
手
袋

申
2
月
5
日
（
月
）・
6
日
（
火
）
に

明
科
公
民
館
へ
電
話
で

あ
や
め
杯
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ

あ
や
め
杯
に
参
加
す
る
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。

大
会
日
時　

2
月
25
日
（
日
）
午
前
9

時
～
（
受
付
午
前
8
時
30
分
～
）

場
明
科
体
育
館

対
中
学
生
以
上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

費
無
料

を
、
写
真
と
絵
画
で
紹
介
し
ま
す
。

日
2
月
6
日
（
火
）
～
5
月
27
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
記
念
館
１
階

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
（
4
月
28
日
（
土
）
～

5
月
6
日
（
日
）
は
開
館
）

市
中
学
高
校
美
術
部
展

市
内
11
校
の
中
学
高
校
美
術
部
生
徒

が
制
作
し
た
多
彩
な
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
展
示
作
業
等
も
参
加
生
徒
が
協
力

し
て
行
い
ま
す
。

日
2
月
6
日
（
火
）
～
25
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
１
時
ま
で
）

場
美
術
館
2
階
展
示
室
・
新
館
大
展
示

室
費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

休
館
日　

2
月
13
日
（
火
）・
19
日
（
月
）

友
の
会
手
仕
事
く
ら
ぶ

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

古
布
で
一
対
の
お
ひ
な
さ
ま
（
希
望

に
よ
り
三
人
官
女
）
を
作
り
ま
す
。

日
2
月
24
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
美
術
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

定
15
人
（
先
着
順
）　

持
裁
縫
道
具　

講
平
田
米よ
ね
こ子

さ
ん

費
一
般
１
２
０
０
円（
２
０
０
０
円
）、友

申
2
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
各
地
域
公

民
館
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
明
科
公
民

館
へ
提
出
。チ
ー
ム
編
成
等
詳
細
は
、

備
え
付
け
の
大
会
要
項
・
規
則
を
確

認
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
人
は
講
習
会
と
し
て
2
月

7
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら
、
明
科

体
育
館
で
行
わ
れ
る
「
月
い
ち
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ
」
に
参
加
く
だ
さ

い
。

料
理
教
室
（
第
2
回
）

寒
い
冬
に
温
ま
る
ス
ペ
イ
ン
料
理

「
魚
介
の
パ
エ
リ
ア
」
や
「
か
ぶ
大
根

の
茶
わ
ん
蒸
し
」
の
作
り
方
、
包
丁
の

研
ぎ
方
も
学
び
ま
す
。

日
2
月
23
日
（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
2
時

場
三
郷
公
民
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
の
人

講
高
橋
清
美
さ
ん　

費
９
０
０
円
（
受
講
料
・
材
料
費
）

定
24
人
（
先
着
順
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具
・
包
丁
（
研
ぎ
た
い
人
）

申
2
月
6
日
（
火
）
に
三
郷
公
民
館
へ

電
話
で

の
会
会
員
１
０
０
０
円
（
１
８
０
０

円
）

※
（　

）
内
は
三
人
官
女
の
場
合
。
希

望
者
は
受
付
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
１
月
30
日
（
火
）
か
ら
美
術
館
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
。

瀧
澤
伸
介
絵
画
展

日
１
月
30
日
（
火
）
～
2
月
25
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
午
後

１
時
～
、
最
終
日
午
後
3
時
ま
で
）

場
記
念
館
企
画
展
示
室

費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

冬
期
企
画　

安
曇
野
美
術
会
小
品
展

日
2
月
１
日
（
木
）
～
12
日
（
月
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

場
美
術
館
内
南
の
蔵　

費
無
料

休
館
日　

2
月
5
日
（
月
）

冬
期
企
画

佐
野
友
紀
現
代
美
術
作
品
展

日
2
月
15
日
（
木
）
～
25
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
午

後
１
時
～
）

場
美
術
館
内
南
の
蔵　

費
無
料

休
館
日　

2
月
19
日
（
月
）

生涯学習リーダーバンク登録者の募集

スポーツや芸術等、各分野に精通する皆さんを登録している人材バンクです。公民館活動やサークル活動
等、生涯学習の場をサポートしています。「学びたい」と「教えたい」をつなぐ人材を募集します。
内①登録申込　2 月 28 日（水）までに登録申請書に記入の上、生涯学習課（3 階5番窓口）に持参、または

郵送にて提出。申請書は生涯学習課、市ホームページから入手できます。
▷郵送先　〒 399-8281（住所不要）生涯学習課

②登録　登録が適当と認められた場合は、登録者台帳に登録し、生涯学習リーダーバンク登録証明書を交付
します。また、市ホームページに登録事項を掲載します。※住所、生年月日、連絡先は公開しません。

③登録更新　2 年に１回、登録更新を行います。対象者には登録更新申請の案内を送付します。
登録分野等詳細は、市ホームページをご覧いただくか、生涯学習課まで問い合わせください。

問生涯学習課社会教育担当　471・2466　671・2338

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
予
約
受
付

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

安
曇
野
市
高
校
演
劇
合
同
発
表
会

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

77
・
６
０
６
０

公
民
館

文
化
施
設

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
70

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
4 

71
・
２
３
３
８

正
月
の
松
飾
り
「
や
す
」

お
正
月
、
皆
さ
ん
の
家
の
玄
関
先
に
は

ど
ん
な
松
飾
り
を
し
ま
し
た
か
。

市
内
で
も
地
区
に
よ
り
飾
り
方
、
謂い

わ

れ

等
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
最
も
一
般
的
な

の
は
、
両
脇
に
三
段
（
ま
た
は
五
段
・
七

段
）の
縁
起
の
良
い
枝
振
り
の
松
を
飾
り
、

そ
の
間
に
注し

め
な
わ

連
縄
を
張
り
、
そ
こ
へ
三
本

ま
た
は
五
本
の
藁
で
編
ん
だ
ゴ
ボ
ウ
じ
め

と
、
中
間
を
と
り
も
つ
よ
う
に
紙し

で垂
を
垂

ら
す
飾
り
方
で
す
。
そ
し
て
両
側
の
松
に

は
、「
や
す
（
お
わ
ん
こ
・
う
け
）」
と
呼

ば
れ
る
藁
で
編
ん
だ
お
椀
状
の
入
れ
物
を

縛
り
付
け
ま
す
。
こ
の
「
や
す
」
に
は
、

最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
ミ
カ
ン
を
の

せ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
、
年
男
が
、
年
取

り
の
晩
に
は
ご
飯
を
、
七
日
に
は
七
草
粥

を
お
供
え
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
「
や
す
」
は
、
門
松
に
は
付
け
る

が
、
内
松
（
室
内
で
の
飾
り
）
に
は
付
け

て
は
い
け
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た

「
や
す
」
を
飾

る
文
化
は
、
三

遠
南
信
地
域
な

ど
広
い
範
囲
で

見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

玄関先に飾られたやす

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１
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市消防団出初式が豊科公民館ホールを主会場に
開かれました。式典には 428 人の団員が参加し、
無火災表彰や退団者表彰が行われました。鳥羽昌
弘団長は式辞の中で「予防消防に徹し、共助の精
神を市民に広めていきたい」と話しました。式典
後には分列行進が行われ、豊科公民館から音楽
喇
ら っ ぱ

叭隊の行進曲に合わせて周回しました。

人権について考え、意識を高める機会として「人権の
つどい」（市・市教育委員会主催）が豊科公民館で開か
れました。当日は市民など約 700 人が来場しました。第
1 部では全国中学生人権作文コンテストの松本地区入賞
者の表彰式が行われ、安曇野市の受賞者 6 人を代表して
3 人が作文を発表しました。最優秀賞に選ばれた寺畑愛
菜さん（穂高西中 3 年）は、余命を宣告された祖母の
毅
き ぜ ん

然と生きる姿を語り、「病を抱えている人たちの人権

市スポーツ少年団（加々美浩一本部長）の運動適正テ
ストが、堀金総合体育館で開かれました。当日は約 150
人の団員が参加。立ち幅跳びや 5 分間走などにより、そ
れぞれの運動能力の特性を分析しました。加々美本部長
は「日々の練習の成果が生かされ、それぞれに体力向上
があったと思う。地域や競技別の交流を通じて、心と体
のバランスがとれた子どもたちを育んでいきたい」と話
しました。

市成人式が安曇野スイス村サンモリッツで開かれました。
本年度、市内では 1,047 人（男性 521 人、女性 526 人）が新
成人となり、式典には 775 人が出席。スーツや振り袖姿の新
成人が集まり、友人や恩師との再会を喜んだり、記念撮影を
する姿が見られました。

式典では、宮澤市長が、国内外の社会問題に触れ、政治に
関心を持つことの重要性を呼びかけ、「安曇野に愛着を持ち、
若い力を発揮してほしい」と述べました。

式典終了後の交流会では、実行委員が企画したアトラク
ション「成人の主張」が開催され、謝りたいことや友人に出
会えた感謝などをステージ上から発表しました。また、中学
時代のフォトムービーの上映や中学時代の給食のメニューを
再現した料理が出され、懐かしい味を味わいながら思い出話
に花を咲かせていました。

とは、たとえそれが辛く、苦しい闘病生活だとし
ても、そして短い未来だったとしても、やはり告
知され、自分自身を知る権利があるということだ
と思います」と体験から得た考えを述べました。

第 2 部の講演会では、北朝鮮による拉致被害者
の蓮池薫さんが「夢と絆」と題して講演。自身の
夢や家族との絆を一瞬で奪われた拉致体験談を語
りました。蓮池さんは、「関係者に残された時間
は少ない。待ったなしの問題になっている」と、
帰国できない被害者への支援を呼び掛けました。

1/７　市消防団出初式

12/３　人権のつどい

1/13　スポーツ少年団運動適正テスト

１/７　平成30年安曇野市成人式　 

予防消防の誓い 新たに

尊厳を持って生きることとは

運動能力の特性を知る

市内で 1,047 人が新成人に

再会を喜ぶ新成人

フォトムービーの上映 　　懐かしの給食

新成人インタビュー

丸
まるやま

山 智
ち さ き

咲さん
三郷中出身

滝
たきざわ

澤  茜
あかね

さん
明科中出身

小
お が わ

川 聖
せ い や

矢さん
穂高西中出身

自然豊かで空気がき
れいなところ。普段
飲んでいる水もおい
しいです。雄大な北
アルプスや田園風景
が大好きです。

人が温かいアットホ
ームなところ。気持
ちよく挨拶を返して
くれたり、声を掛け
てくれたり、人との
繋がりを感じます。

農作物がおいしいと
ころ。特にお米が好
きです。現在県外に
住んでいますが、新
鮮な安曇野の農産物
が恋しくなります。

安曇野の良さって何？



※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 9 時から
　午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。
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中央図書館映画上映会（入場無料）
人生、いろどり

＜上映時間：112 分＞
●日時　9日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　7・14・21・28 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　17 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　16 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　16 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　20 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　28 日（水）	 16：30 ～

◇　明科図書館

　　おはなし会　おはなしのへや

　　24 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

2 月の休館日（全図書館共通・三郷図書館を除く）

5・13・19・23・26 日

2月の図書館イベント

information
凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

野
鳥
×
植
物 

つ
な
が
る
生い
の
ち命
の
い
と
な
み

安
曇
野
周
辺
に
生
息
す
る
野
鳥
と
植

物
に
焦
点
を
当
て
、
野
鳥
と
植
物
の
関

係
を
写
真
と
植
物
な
ど
の
展
示
に
よ
り

ひ
も
解
き
ま
す
。

期
2
月
17
日
（
土
）
～
4
月
8
日
（
日
）

場
博
物
館
２
階
展
示
室

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】
特
別
講
演
会

花
や
実
を
進
化
さ
せ
た
鳥
た
ち
の
不
思
議

鳥
と
植
物
の
共
進
化
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

日
2
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

講
上
田
恵
介
さ
ん
（
立
教
大
学
名
誉
教

授
、研
究
誌『
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｘ
』編
集
長
）

費
１
０
０
円　

定
１
５
０
人

申
2
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
博
物
館
へ

電
話
で

さ
よ
な
ら
常
設
展　

入
館
無
料
と
展
示
説
明
会

１
階
常
設
展
「
安
曇
野
を
め
ぐ
る
水

と
私
た
ち
の
く
ら
し
」
の
展
示
替
え
を

行
い
ま
す
。
最
後
に
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
期
間
中
は
入

館
無
料
と
し
、
併
せ
て
展
示
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

期
2
月
10
日
（
土
）
～
16
日
（
金
）

　
（
2
階
展
示
室
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
）

展
示
説
明
会

日
2
月
10
日
（
土
）
～
12
日
（
月
）

各
日
午
前
10
時
、
午
後
2
時
の
2
回

※
時
間
ま
で
に
受
付
に
集
合
く
だ
さ
い

休
館
日　

2
月
13
日
（
火
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

「
知
っ
て
安
心　

相
続
の
は
な
し
」

相
続
手
続
に
関
す
る
基
礎
的
な
話

と
、「
家
族
信
託
」
に
つ
い
て
行
政
書

士
が
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

日
2
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

学
習
室

内
円
滑
な
相
続
に
む
け
て
の
基
礎
知
識

（
講
師　

岡
村
芳
彦
さ
ん
）

新
し
い
相
続
の
カ
タ
チ
家
族
信
託
・

入
門
編（
講
師　

依
田
麻
衣
子
さ
ん
）

費
無
料　

定
20
人
（
先
着
順
）

申
１
月
30
日
（
火
）
か
ら
豊
科
図
書
館

窓
口
・
電
話
で

お
す
す
め
の
一
冊

星
新
一
ち
ょ
っ
と
長
め
の
シ
ョ
ー

ト
シ
ョ
ー
ト
〈
８
〉
長
生
き
競
争

星
新
一
／
著　

和
田
誠
／
絵

紹介する人

今
い ま い

井　岳
が く と

人さん
（穂高）

僕
は
、
星
新
一
さ
ん
の
本
が
大
好
き
で

す
。
星
新
一
さ
ん
は
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

と
い
う
短
編
を
た
く
さ
ん
書
い
て
い
て
、

ど
れ
も
と
て
も
面
白
い
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
ち
ょ
っ
と
長
め
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー

ト
「
長
生
き
競
争
」
が
特
に
好
き
で
す
。

テ
レ
ビ
番
組
で
長
生
き
競
争
と
い
う
企

画
を
思
い
付
い
た
エ
ヌ
氏
。
製
薬
会
社
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
長
生
き
す
る
た
め

の
薬
を
モ
ル
モ
ッ
ト
に
飲
ま
せ
て
ど
の
会

社
の
薬
が
効
果
的
か
競
わ
せ
ま
す
。
役
得

で
そ
の
薬
を
飲
み
始
め
た
エ
ヌ
氏
、
そ
の

結
果
は
…
…
。

ど
の
作
品
も
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
で
、
短
い

話
の
中
に
ユ
ー
モ
ア
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
え
っ
！
」
と
思
う
結
末
や
意
外
な
終
わ

り
方
を
す
る
話
が
多
い
で
す
。
そ
の
話
の

続
き
を
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
何
回
読
ん
で
も
面
白
い
作
品

で
す
。

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

図
書
館

三郷交流学習センター「ゆりのき」の開館を記念して、さまざまなイベントを行います。
問図書館交流課図書館交流担当　481・3111　682・0966

三郷交流学習センター「ゆりのき」開館！
平成 30 年３月 10 日（土）

開館記念イベントを開催！　

おどって、うたってあそぼう！
ケロポンズコンサート

～ V ｉ V ａ！ブラス！！～
東京吹奏楽団コンサート

古写真が繙
ひもと

く懐かしの郷土　三郷

おはなし会

プ ロの吹奏楽団「東京吹奏楽団」によるコンサー
トを行います。

ファミリーコンサート
日 3 月 10 日（土）午後 2 時～　場三郷公民館講堂
対どなたでも（未就学児入場可）　費 500 円
定 330 人（全席指定・先着順。3 歳未満の子どもは膝

上鑑賞可。席が必要な場合は有料）

スプリングコンサート
日 3 月 11 日（日）午後 4 時～　
場穂高交流学習センター「みらい」
対小学生以上（未就学児入場不可）
費 2,000 円　定 200 人（全席指定・先着順）

【共通事項】チケット販売　2 月 4 日（日）から「みら
い」窓口で（受付は午前 9 時～午後 9 時 30 分）

※平成 29 年度コミュニティ助成事業（地域の芸術環
境づくり助成事業）助成金を受けて開催します。

農 地の開墾等で発展を遂げた一方、伝統行事や
豊かな自然が残る三郷地域。昔懐かしい古写

真で歩みを振り返るコンパクト展示を開催します。
期 3 月 10 日（土）～ 5 月 12 日（土）
場三郷交流学習センター「ゆりのき」展示ギャラリー

絵 本の読み聞かせやパネルシアターなど、楽し
くおはなしをします。申し込み不要です。　

日 3 月 10 日（土）
▷第 1 部（乳幼児対象） 午後 2 時～ 2 時 30 分
▷第 2 部（幼児対象） 午後 3 時 30 分～ 4 時

場三郷図書館内おはなしコーナー
出演　ポケットの会

エ ビカニクスで話
題沸騰の「ケロ

ポンズ」がやってきます。
踊ったり、歌ったり、家
族で楽しめるコンサート
です。

日 3 月 25 日（日）午後 2 時～ 4 時
▷開場　午後１時～　▷サイン会　午後４時頃～

場三郷公民館講堂　
内出演　ケロポンズ（『ケロ』こと増田裕子さん（写真右）

と『ポン』こと平田明子さん（写真左）のスーパー
デュオ）

曲目　エビカニクス、にじ、みんなのあづみのなど
対どなたでも　費無料
定 260 人（全席指定・抽選）
※申し込みは一人 2 枚まで。3 歳未満の子どもは膝上

鑑賞可。（席が必要な場合は要申し込み）小学生以
下の子どもは保護者同伴。

申 2 月１日（木）～ 28 日（水）に、申込用紙または
はがきに郵便番号・住所・氏名・電話番号・入場券
の必要枚数を記入し、市内図書館窓口（三郷図書館
を除く）へ持参、または郵送、ファクスで（必着）。
申込用紙は市内図書館、市ホームページから入手で
きます。

※ 3 月中旬までに当選者へ入場券を発送します。



健穂高健康支援センター　※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
http://m

achiiro.tow
n/
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

申
１
月
24
日
（
水
）
か
ら
市
商
工
会
三

郷
支
所
へ
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
（
受
付
は
午
前
9
時
～
午
後

4
時
）

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
講
座

日
2
月
26
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

対
就
職
内
定
者
（
44
歳
ま
で
）

内
「
学
生
脳
か
ら
社
会
人
脳
に
シ
フ
ト

チ
ェ
ン
ジ
！
」

▽
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

▽
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本 

な
ど

●
申
込
期
間 

2
月
１
日
（
木
）
～
22
日
（
木
）

若
手
社
員
向
け
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
3
月
7
日
（
水
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

対
新
入
・
中
途
入
社
社
員
、
新
規
採
用

予
定
者
、
入
社
2
～
3
年
の
若
手
社

員
（
44
歳
ま
で
）

内
「
組
織
の
一
員
と
し
て
、
円
滑
に
仕

事
を
す
す
め
よ
う
！
」

▽
現
場
で
使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

力
を
ア
ッ
プ

▽
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ツ 

な
ど

●
申
込
期
間　

2
月
１
日
（
木
）
～
3
月
5
日
（
月
）

【
共
通
事
項
】

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

費
無
料　

定
50
人
（
先
着
順
）

持
筆
記
用
具
、ノ
ー
ト
（
昼
食
は
各
自
）

※
服
装
は
制
服
、
ス
ー
ツ
、
ま
た
は
そ

れ
に
準
じ
た
服
装

申
申
込
期
間
中
に
商
工
労
政
課
へ
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。
フ
ァ
ク
ス
の

場
合
、（
内
定
）
企
業
名
・
企
業
所

在
地
・
連
絡
先
・
参
加
者
名
・
年
齢
・

性
別
に
加
え
、
社
員
の
場
合
は
勤
続

年
数
、
学
生
の
場
合
は
学
校
名
を
明

記
。

人
事
担
当
者
等
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
の
参
加
も
で
き
ま
す
。（
定
員

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）
安
曇
野
市
以

外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

創
業
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
、
創
業

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
飲

食
業
を
題
材
に
行
い
ま
す
。（
飲
食
業

以
外
の
業
種
の
人
も
参
加
可
）
セ
ミ
ナ

ー
受
講
後
は
市
と
商
工
会
が
創
業
を
支

援
し
ま
す
。

日
2
月
7
日
（
水
）、
14
日
（
水
）

午
後
2
時
～
5
時
（
全
2
回
）

場
市
商
工
会
本
所（
豊
科
４
２
８
９‐１
）

講
請う
け
が
わ川
崇た
か
ゆ
き之
さ
ん
（
株
式
会
社
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
た
ま
ご
代
表
取
締
役
）　

対
▽
創
業
を
考
え
て
い
る
が
、
何
か
ら

始
め
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
人

▽
創
業
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
欲
し
い
人

内
▽
第
１
回　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
と
資
金
計
画
作
成

▽
第
2
回　

販
路
開
拓
と
人
材
育
成

費
１
０
０
０
円　

定
20
人

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

勤
労
者
互
助
会
は
労
働
環
境
を
向
上

す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
福
利

厚
生
を
見
直
す
機
会
に
、
加
入
を
検
討

く
だ
さ
い
。
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
表
１
参
照
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
商
工
労
政
課
（
3

階
2
番
窓
口
）
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
の
で
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
内
容
や

働
く
こ
と
の
魅
力
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

日
3
月
8
日
（
木
）

①
午
前
9
時
30
分
～
正
午

②
午
後
１
時
45
分
～
4
時
15
分

※
①
・
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

対
仕
事
内
容
に
興
味
が
あ
る
人
、
採
用

試
験
の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
人

申
2
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

で
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

と

ご

し創
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 
72
・
１
３
４
０
）

　

市
商
工
会
三
郷
支
所

（

77
・
３
１
７
０ 
77
・
６
６
６
０
）

市
役
所
職
場
説
明
会

問
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
４
０
５ 

71
・
５
１
５
５
）

勤
労
者
互
助
会
会
員
募
集

問
商
工
労
政
課
内
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

（

71
・
２
２
０
２ 

72
・
１
３
４
０
）

就
職
内
定
者
・
若
手
社
員
向
け
研
修

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

　

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー

（

27
・
５
０
１
０ 

29
・
２
６
０
８
）

第３回「くるりん講座」
市民活動サポートセンターでは、まちづくりに

取り組む団体の技術向上等を目的にさまざまな講
座を開催しています。

第 3 回は活動の継承や共感を得るためのポイン
トなど、活動の仲間づくりのヒントを学ぶ講座と
交流会を行います。
日 2 月 3 日（土）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
場穂高支所大会議室
内テーマ「活動の仲間づくり」
講大塚佳織さん（NPO 法人えんのわ理事、（公財）

長野県長寿社会開発センターシニア活動コー
ディネーター）

対どなたでも　費無料　申不要
問地域づくり課まちづくり推進係

471・2494　672・3176

弁護士による多重債務・消費者問題に
関する無料法律相談【要予約】

日 2 月 16 日（金）午後１時 30 分～ 4 時 30 分
場市役所 2 階相談室 211　 
対多重債務や消費者問題等でお悩みの人
定 8 人（定員を超えた場合は抽選）
申 2 月 6 日（火）に市民相談室へ電話で。
（受付は午前 9 時～午後 5 時）

問地域づくり課市民相談室
471・2496　672・3176

入会できる人 市内企業の従業員および事業主

入会金など

①入会金　１人につき 300 円　　
②会費　１人につき 350 円（月額）
※２月１日（木）～３月23日（金）に加入すると新規会
員入会金無料、加入者全員に記念品を進呈します。

主な事業内容

保険給付事業
結婚祝金、傷病休業保険金、勤続祝金、還暦祝金、
死亡保険金など
厚生事業
提携施設等の割引利用、健診・ドック受診補助、
余暇活動支援など

表１　勤労者互助会事業内容



凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

健穂高健康支援センター　※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

2021 広報あづみの　2018. 1.24 2018. 1.24　広報あづみの

県シニア大学受講生募集

高齢者の生きがいと健康づくりを進め、地域で活動する人を養成するシニア大学の受講生を募集します。
場県総合教育センター（塩尻市大字片丘字南唐沢 6342-4）
対おおむね 50 歳以上、学習意欲旺盛、積極的に地域活動を目指す人（平成 27 年度以前に卒業した人も入学可）
内受講年限は 2 年間（年間学習日数は 16 日間）、おおむね午前 10 時から午後 3 時まで。教養・実技・実践講座等。
定 240 人　費年間１万円のほか、教材費、自治会費などの経費。
申 2 月 28 日（水）までに長寿社会課（１階�番窓口）または各支所地域課に備え付けの入学願書に必要事項

を記入し、必要書類を添えて提出。（当日消印有効）4 月上旬までに郵送で結果をお知らせします。
問松本合同庁舎（松本保健福祉事務所福祉課内）松本学部事務局（440・1911）

または長寿社会課長寿福祉係（471・2254　671・2328）

受
付
期
間　

　

2
月
13
日
（
火
）
～
21
日
（
水
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

内
▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）
5
戸

【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
階
2
戸
、
2
階
3

戸
75
・
85
㎡
】
家
賃　

5
万
円
～
7

万
2
千
円
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

▽
塔
の
原
団
地
（
明
科
中
川
手
）
3

戸
【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
１
階
2
戸
、
2
階

１
戸
77
・
25
㎡
】
家
賃　

6
万
2
千

円
受
付
期
間　

常
時

【
共
通
事
項
】

入
居
資
格
・
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て

入
居
条
件
な
ど
詳
細
は
「
入
居
申
込

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
「
入
居
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
建
築

住
宅
課
（
2
階
�
番
窓
口
）
へ
提
出
。

（
郵
送
の
場
合
、
事
前
に
相
談
く
だ

さ
い
）「
入
居
申
込
書
」
と
「
入
居

申
込
案
内
」
は
建
築
住
宅
課
、
各
支

所
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

募
集
団
地
・
応
募
資
格
に
つ
い
て

松
本
建
設
事
務
所
管
内
の
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
団

地
や
応
募
資
格
等
詳
細
は
、
県
住
宅

供
給
公
社
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

内
▽
空
き
家
募
集
（
4
月
１
日
付
入
居

の
募
集
）
▽
補
欠
募
集
（
募
集
時
に

空
き
家
は
な
い
が
、
6
カ
月
以
内
に

空
き
家
が
出
た
場
合
の
募
集
）

申
2
月
14
日
（
水
）
か
ら
23
日
（
金
）

ま
で
に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
県

住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所
の
窓
口

へ
。
土
曜
・
日
曜
も
受
付
可
能
で
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、

お
い
し
い
野
菜
の
作
り
方
、
苗
の
育
苗

な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
2
月
下
旬
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
を
予
定
（
別
途
連
絡
あ
り
）

場
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
三
田
支
所
北
の
ほ
場

対
市
内
在
住
者　

費
無
料

定
5
人
（
先
着
順
）

申 

問
１
月
29
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

に
農
政
課
へ
電
話
で
。
内
容
の
問

い
合
わ
せ
は
体
験
農
場 

臼
井
さ
ん
。

（

０
９
０‐８
３
２
９‐４
２
３
９
）

平
成
30
年
10
月
開
催
予
定
の
環
境
フ

ェ
ア
の
企
画
・
立
案
や
当
日
の
運
営
等

を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
環
境
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

内
全
5
回
程
度
の
実
行
委
員
会
、
前
日

準
備
、
当
日
の
運
営
、
開
催
後
の
振

返
り
会
、
2
月
16
日
（
金
）
開
催
予

定
の
テ
ー
マ
な
ど
を
検
討
す
る
準
備

会
。
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
2
月
8
日
（
木
）
ま
で
に
環
境
課
へ

電
話
で
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

内
▽
三
田
団
地
（
堀
金
三
田
）
１
戸

【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
2
階
】

▽
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川
手
）
１
戸

【
3
Ｄ
Ｋ
：
2
階
建
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ

イ
プ
】

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地
（
明
科
中

川
手
）
１
戸
【
2
Ｄ
Ｋ
：
１
階
】

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

入
居
開
始
日　

4
月
１
日
（
日
）

【
勉
強
会
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
受

付　

午
前
9
時
30
分
～
）

場
大
鹿
村
役
場
研
修
会
議
室

内
相
続
、
遺
言
の
基
本
と
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て

講
髙
野
哲
浩
さ
ん
（
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
な
が
の
支
部
長
）

問
長
野
県
司
法
書
士
会
（

０
２
６
・

２
３
２
・
７
４
９
２
）

●
成
年
後
見
人
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談
会

日
2
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
安
曇
野
市
役
所
相
談
室
２
１
５

対
▽
お
金
の
管
理
や
契
約
な
ど
に
不
安

の
あ
る
人
▽
認
知
症
や
障
が
い
の
た

め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
員　

春す
の
は
ら原
隆た
か
お雄
さ
ん
（
一
般
財
団

法
人
民
事
法
務
協
会
）

定
4
人
（
先
着
順
）

申
１
月
29
日（
月
）か
ら
2
月
2
日（
金
）

に
、
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
。

●
成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い

弁
護
士
が
制
度
の
概
要
や
後
見
人
等

の
業
務
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
3
月
3
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時

場
松
本
市
松
南
地
区
公
民
館
2
階
会
議

室
4
（
松
本
市
芳
野
4
番
1
号
）

内
▽
講
演
「
成
年
後
見
制
度
と
相
続
」

講
師　

神
戸
美
佳
さ
ん
▽
個
別
相
談

（
4
人
先
着
・
一
人
15
分
程
度
）

対
松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績
村
、
生

坂
村
、
山
形
村
、
朝
日
村
、
筑
北
村

に
在
住
で
次
の
①
～
③
の
該
当
者

①
親
族
等
の
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、

補
助
人
②
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を

検
討
し
て
い
る
③
成
年
後
見
制
度
に

関
心
が
あ
る

定
20
人　

費
無
料

申
2
月
5
日
（
月
）
～
23
日
（
金
）
に

松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
（

88
・

６
６
９
９
）
に
電
話
で
。
個
別
相
談

を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
の
際
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
２
月
４
日
開
催（
予
約
・
参
加
費
不
要
）

司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
遺
言
及

び
成
年
後
見
相
談
会
＆
勉
強
会
」

【
電
話
無
料
相
談
】

午
前
10
時
～
午
後
3
時

連
絡
先
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）　

０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

【
無
料
面
談
相
談
会
】

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
大
鹿
村
役
場
会
議
室

集

募安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
８

実
行
委
員

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

市
営
住
宅
お
よ
び

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

問
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

71
・
２
２
４
５ 

72
・
３
５
６
９
）

県
営
住
宅
入
居
者

問
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（

47
・
０
２
４
０
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
催
し

問
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

72
・
９
９
８
６ 

71
・
２
５
０
３
）

三
田
体
験
農
場
会
員

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

見

後

年

成
友好都市交流イベント

出展登録業者募集
友好都市のイベントで、市の特産品を販売し、

「安曇野ブランド」を宣伝していただける業者や、
団体、農家を募集します。
対市内に住所を有し、市内で活動する業者・団体・

農家
申１月 29 日（月）から 2 月 7 日（水）に「友好

都市交流イベント出展登録票」に必要事項を
記入の上、政策経営課（2 階�番窓口）へ直接、
または郵送、ファクスで。登録票は政策経営
課と市ホームページで入手できます。

費出展料は市が負担し、旅費や運搬費、ガスボ
ンべ等消耗品の運営経費は原則出展者が負担
します。
▷希望者多数などで希望するイベントに出展
できない場合があります。
▷悪天候でイベントが中止になった際の補償
はありません。
▷ 2 月に出展予定者向けの説明会を行います。

（申込者に個別通知）
問政策経営課都市交流係

（471・2402　671・5155）

12 月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの
でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

12/4（月） 12/11（月）12/19（火）12/25（月）

本庁舎（豊科） 0.08 0.07 0.07 0.07

友好都市名 イベント名 時期
東京都武蔵野市 武蔵野桜まつり 4 月 1 日（日）

神奈川県真鶴町

海のまち豊漁豊作祭
（岩龍宮祭） 5 月 12 日（土）

海のまち豊漁豊作祭
（真鶴龍宮祭） 11 月頃

東京都江戸川区 江戸川区民まつり 10 月頃
奈良県三郷町 三郷町民文化祭 10 月頃
埼玉県三郷市 三郷市産業フェスタ 11 月頃
千葉県東金市 東金市産業祭 11 月頃

●イベント内容



凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

健穂高健康支援センター　※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時30分から午後５時15分まで

2223 広報あづみの　2018. 1.24 2018. 1.24　広報あづみの

松本広域連合　上高地線ロゲイニング参加者募集

渡された地図を手に、指定されたポイントで写真を撮り、得点を競うスポーツ「ロゲイニング」を白銀の北ア
ルプスを望む上高地線沿線で開催します。フィニッシュ後は松茸入りおにぎりと水餃子の振る舞いもあります。
日 3 月 24 日（土）午前 10 時 30 分～午後 6時 15 分　場松本市波田公民館集合（松本市波田 4417 ‐ 1）
内制限時間 5時間、通過証明はデジタルカメラによる撮影　
費一般１人 5,000 円、大学生以下 2,000 円　定 200 人（先着順）
申 2 月 28 日（水）までに、スポーツエントリー（uhttps://www.sportsentry.ne.jp/event/t/72514）から。
大会終了後、交流会を開催します。（会費 4,000 円、当日支払い）希望者は併せて申し込みください。
問松本広域連合事務局福祉・地域課ふるさと担当（487・5461　687・5462）

の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
音
楽
喇
叭
隊
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
消
防
団
活
動
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
子
ど
も
も
楽
し
め
る
曲
目

を
中
心
に
吹
奏
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
2
月
18
日
（
日
）
午
後
2
時
～
4
時

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル　

曲
目　

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ー
チ
テ
イ
ク
オ

フ
、
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス　

な
ど

費
無
料　

申
不
要

性
同
一
性
障
害
に
悩
ま
さ
れ
た
経
験

を
持
つ
講
師
か
ら
、
そ
の
戸
惑
い
や
辛

さ
を
学
び
、理
解
を
深
め
る
講
座
で
す
。

日
2
月
12
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

講
長
岡
春
奈
さ
ん　

費
無
料　

申
不
要

穂
高
地
区
活
性
化
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
穂
高
あ
め
市
の
開
催
に
併
せ

て
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
鐡
戸
裕
史
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
4
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
穂
高
神
社

冬
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
に
伴
う
灯

油
の
流
出
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

灯
油
の
流
出
は
、
火
災
の
原
因
に
な

る
ほ
か
、
水
道
水
源
の
汚
染
や
魚
類
、

農
作
物
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
灯
油
の
流
出
事
故
を
発
見

し
た
ら
、
至
急
最
寄
り
の
消
防
署
や
市

役
所
、地
域
振
興
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
生
原
因
者
は
、
原
状
回
復
の
費
用

等
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い

▽
給
油
後
は
、
し
っ
か
り
バ
ル
ブ
が
閉

ま
っ
た
か
確
認
す
る

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
の
定
期
点
検

を
行
う

全
国
か
ら
集
め
た
使
用
済
小
型
家
電

を
原
料
に
メ
ダ
ル
を
作
り
ま
す
。（
公

財
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
主
催

す
る
国
民
参
画
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
回
収
方
法
・
品
目
は
次
の
と
お
り

で
す
。

回
収
方
法

▽
各
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち

込
み

▽
市
役
所
本
庁
舎
、
各
支
所
に
設
置
さ

れ
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
の
回
収

回
収
品
目　

携
帯
電
話
や
カ
メ
ラ
な
ど
、

電
気
や
電
池
で
作
動
す
る
家
電
製
品

注
意
点　

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
（
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
は
対
象
外

で
す
。

▽
電
池
や
蛍
光
灯
な
ど
は
取
り
外
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
方
法
詳
細

は
、「
家
庭
用
資
源
物
・
ご
み
出
し
方

▽
お
歳
暮
や
お
年
賀

▽
お
祭
り
へ
の
寄
附
・
差
し
入
れ

▽
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
飲
食
物
等
の
差
し
入
れ

▽
落
成
式
・
開
店
祝
等
の
花
輪

▽
葬
儀
の
花
輪
・
供
花

▽
町
内
会
の
集
会
・
旅
行
等
へ
の
寸
志
・

飲
食
物
の
差
入

▽
病
気
見
舞　

▽
入
学
祝
・
卒
業
祝

▽
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝
・
葬
儀
の
香
典

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
す

る
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家

か
ら
の
寄
附
や
贈
り
物
を
受
け
取
る
こ

と
や
、
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
寄
附
以
外
に
も
、
政
治
家
が
選

挙
区
内
の
人
に
、
年
賀
状
や
寒
中
見
舞

状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
冠
婚
葬
祭
や
地
域
の
行
事
に

際
し
て
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
寄
附
禁

止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

み
ど
り
の

　   

掲
示
板

第21回
長
峰
山
山
頂
草
原
の
魅
力

～
長
峰
山
活
動
報
告
会
～

市
内
を
一
望
で
き
る
長
峰
山
の
山
頂

草
原
に
は
、
そ
の
美
し
い
眺
望
を
眺
め

に
訪
れ
る
観
光
客
を
は
じ
め
、
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
な
ど
多
く
の
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
訪
れ
ま
す
。

地
元
の
明
科
宮
中
区
宮
本
地
区
の
皆

さ
ん
は
、
毎
年
ス
ス
キ
の
刈
り
取
り
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
半
自
然
状
態
が

保
た
れ
た
草
原
で
は
、
日
本
在
来
の
植

物
や
そ
こ
に
生
育
す
る
生
き
物
を
観
察

で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
持
つ
長
峰
山
で

の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
利
用
団
体
の
皆
さ

ん
に
よ
る
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
25
日
（
日
）
午
後
2
時
～

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

費
無
料

申
不
要

長峰山からの眺望

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

命
と
愛
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
啓
発

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
生
担
当

（

71
・
２
４
０
６ 
71
・
５
１
５
５
）

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

71
・
２
０
３
１ 

72
・
９
２
６
６
）

穂
高
あ
め
市
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

問
観
光
交
流
促
進
課
観
光
交
流
促
進
係

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

市
消
防
団
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊

吹
奏
楽
と
消
防
ラ
ッ
パ
の
コ
ン
サ
ー
ト

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

給
油
中
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
！

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

　

松
本
地
域
振
興
局
環
境
課

（

40
・
１
９
４
１
）

意

注
各種情報コーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）
三九郎と繭玉焼き体験

三九郎の小屋建てや、お飾り・
まゆ玉を焼く体験を開催しま
す。昔ながらの安曇野の姿を再
現します。

日：2 月 12 日（月）
　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
場：里山文化ゾーン 岩原口広場

定：【繭玉焼き】20人
（先着順）
費：【繭玉焼き】1本

300円（入園料別途）

問：国営アルプスあづみの公
園 堀金・穂高管理センター 
471・5511 671・5512

安曇養護学校高等部　
校外販売

陶芸品・木工品・革製品・製菓
など、一つ一つ心を込めて作っ
た製品を、生徒達が自ら販売し
ます。

日・場：①2月9日（金）午前9時～午後
3時・ほりがね物産センター、午前10時
～午後2時・池田町総合福祉センター
②2月10日（土）午前9時～午後3時・
ほりがね物産センター、午前10時～午
後3時・碌山公園研成ホール

定：なし 問：長野県安曇養護学校高等
部　

　40261・62・4920　
60261・61・1019

福祉のしごと
地区面接会

福祉・介護・保育分野の採用説
明や個別相談会を行います。各
分野で就職を検討している・仕
事に興味のある人は気軽にお越
しください。

日：2 月 9 日（金）【事業所による採
用説明】午後 1 時 30 分～ 2 時【個
別相談会】午後 2 時～ 3 時 30 分

場 : 豊科交流学習センター「きぼう」

定：なし
費：無料

問：社会福祉法人長野県社会
福祉協議会
4026・226・7330　
6026・227・0137

豆知 識
消防車はなぜ赤色なの？

「道路運送車両の保安基準」で「緊急自動車の
車体の塗色は、消防自動車にあっては朱色（一
般的にいう赤色）とし、その他の緊急自動車に
あっては白色とする。」と決められています。で
はなぜ赤色になったのでしょう。
日本で最初の消防車は、外国から輸入された

ものでたまたま赤色のものでした。その後、赤
色は注意を引く色であること、炎を連想させ警
火心（火を警戒する気持ち）を呼び起こすこと
から、消防車は赤色が定番となったようです。
外国の消防車は、イギリス、フランス、スイス、
オーストリアなどでは日本と同じ赤色。ドイツ
は赤または紫色、アメリカでは各消防局で採用
している色が異なります。
まだまだ寒い日が続きますので、暖房器具の

取り扱いなどに注意しましょう。
問豊科消防署　472・3145
穂高消防署　482・3262
梓川消防署　478・2090
明科消防署　462・2992

ど

な

ト

ン

ベ

イ
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マイナンバーカードの申請・利用
マイナンバーカードで次のサービスを利用できます。

▷住民票の写し等のコンビニ交付サービス
▷ e-Tax 等のオンライン申請
▷マイナポータル
▷本人確認書類としての利用
▷その他、便利なサービスが拡大していく予定です
申市役所窓口（市民課および各支所地域課）、郵送、イ

ンターネットから申請できます。申請には通知カー
ドに同封された交付申請書が必要です。住所や氏名
に変更がある場合や交付申請書がない場合は市民課
まで問い合わせください。

　
配
水
池
の
備
え

市
内
8
カ
所
の
「
拠
点
配
水
池
」
の

整
備
が
12
月
に
完
了
し
ま
し
た
（
9
ペ

ー
ジ
参
照
）。

今
後
そ
の
他
の
配
水
池
も
計
画
的

に
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
停
電

時
に
備
え
、
非
常
用
電
源
の
設
置
も
進

め
て
い
ま
す
。

　
老
朽
管
の
更
新

現
在
、
水
道
管
の
更
新
に
は
耐
震

性
の
高
い
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳ち
ゅ
う
て
つ鉄管
や
配
水

用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
、
耐
震
性
の
低
い
硬
質

塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
占
め
る
割
合
が
平
成

27
年
度
末
で
約
34
％
と
高
い
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。
全
て
の
管
路
を
耐
震
化

す
る
に
は
膨
大
な
費
用
と
期
間
が
必
要

な
た
め
、
優
先
度
に
応
じ
て
効
率
的
に

更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
源
か
ら
拠
点
配
水
池
ま
で
の
管

や
災
害
時
に
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
避

難
所
や
病
院
な
ど
の
重
要
給
水
施
設
へ

の
管
を
主
要
管
路
と
位
置
づ
け
、
管
路

の
更
新
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
市
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
管
路
の
更

新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

犀
川
右
岸
地
域
の
施
設
整
備

（
豊
科
・
明
科
地
域
整
備
事
業
）

　

現
在
、
豊
科
地
域
の
犀
川
右
岸
地
域

に
は
水
源
が
な
く
、
左
岸
側
か
ら
旧
田

沢
橋
に
添
架
さ
れ
た
水
道
管
に
よ
っ
て

水
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
等
に
よ

っ
て
こ
の
管
が
破
損
し
た
場
合
、
断
水

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
水
道
事
業
が
統
合
さ

れ
、
地
域
間
の
水
の
融
通
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
明
科
地
域
の
水
源
を

利
用
し
、
豊
科
・
明
科
地
域
に
水
を
送

る
た
め
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　

災
害
時
の
被
害
軽
減
に
向
け
、
迅
速

な
対
応
を
行
う
た
め
、
災
害
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
や
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変

え
た
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
は
市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
す
。
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
迅
速
に
復
旧
で
き
る
体
制
の
構

築
な
ど
の
対
策
を
今
後
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

災
害
に
強
い
施
設
・
体
制
を
つ
く
る

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
る

２
０
１
６
年
版
「
全
国
地
震
動
予
測
地

図
」
で
は
、
市
が
今
後
30
年
間
に
震
度

6
以
上
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
が

２
０
１
４
年
版
に
比
べ
て
10
・
4
％
上

昇
し
、
29
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
的
に
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
災

害
時
に
も
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る

強き
ょ
う
じ
ん
靭
な
施
設
の
整
備
や
体
制
づ
く
り
は

重
要
な
課
題
で
す
。

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

災
害
に
備
え
て
、
市
が
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
の
課
題
や
取
り
組
み
を
３
回
に
わ
た
り
紹

介
し
ま
す
。
第
２
回
は
災
害
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

問
経
営
管
理
課
庶
務
担
当
（

71
・
２
２
７
１　

72
・
３
１
７
６
）

シリーズ第２回

第
３
回
は
「
水
道
水
の
水
質
」
に

つ
い
て
、
２
月
号
（
２
月
14
日
発

行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

情報連携

防災訓練の様子

図１　主要管路のイメージ

マイナンバー制度本格運用開始

平成 29 年 11 月から地方公共団体や国の機関でマイナンバーを活用した個人情報のやりとり（情報連携）の本
格運用が開始されました。これにより、添付が必要だった書類の一部が省略できるようになりました。

問（マイナンバー制度全般）内閣府マイナンバー総合フリーダイヤル　40120・95・0178
（マイナンバーカードの申請・交付について）市民課市民担当　471・2489　671・2503
（市のマイナンバー制度全般について）情報統計課情報政策係　471・2468　671・2336

●添付書類を省略

添 付書類が不要になる手続きの一例は表 1
のとおりです。手続きの詳細は申請先

の担当課へ確認ください。今後、日本年金機
構との情報連携が開始されるなど、添付書類
を省略できる手続きが順次拡大されていく予
定です。

●マイナポータルで自分の情報を確認

マ イナポータルは、政府が運営するオンラインサービスです。行政機
関等が保有する自分の個人情報や、情報連携によって個人情報がや

りとりされた履歴をインターネット上で確認することができます。利用す
るための本人認証は、マイナンバーカードの中に入っている電子証明書を
使用し、マイナンバーは使用しません。また、市では自由に使える『マイ
ナポータル専用パソコン』を本庁舎市民課、各支所地域課（4 カ所）に設
置しています。利用にはマイナンバーカードが必要です。

●詳しい内容はマイナポータルで検索

利用するために必要なもの
①マイナンバーカード
②パソコン等（WindowsOS）と IC

カードリーダライタ、またはカー
ド認証に対応したスマートフォン

 マイナポータル 検索

手続き 申請先 省略可能な書類の例

児童手当の申請 子ども支援課 所得・課税・扶養証明書（市外か
ら転入した場合の初年度）

公営住宅の入居の申請 建築住宅課 住民票、所得・課税・扶養証明書
障がい者・児に対する
医療費助成の申請

（障害者総合支援法）
福祉課 所得・課税・扶養証明書（市外か

ら転入した場合の初年度）

表１　添付書類が不要になる手続きの一例

図２　通知カードおよび交付申請書

表 裏

交付申請書
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2月（February）の予定
2 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

8日（木）	（予約日：1日（木））・22日（木）（予約日15日（木））
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
場市役所 2 階　相談室 211
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00　※ 12日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

2月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

8 日（木） 場市役所 4 階　会議室 403　※生活相談も含む

8 日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
16日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 12 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 12 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

15日（木）　時10：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212・213
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

5日（月）・★ 19日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
6日（火）・★ 20日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
7日（水）・★ 21日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
8日（木）・★ 22日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
9日（金）・★ 23日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記各会場へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　時 9:30 ～ 11:00

	 1・15日（木）	 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
6・20日（火）	 場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
8・22日（木）	 場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）

	 13日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	14・28日（水）	 場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
1日（木）・5・19・26日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 9:30 ～ 10:00
1日（木）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
8・15・22日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00
7・14・21・28日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 7・21 日は家族会

23日（金）場堀金公民館 3 階会議室 2　※人権相談　

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

育児相談 2日（金） 10：30 ～ 12：00
チャレンジタイム 恵方巻きづくり 3日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生以上　定員 10 人　持ち物：エプロン・三
角巾・飲み物

ファミリーサポート登録会 9日（金） 10：30 ～
持ち物：印鑑

卓球教室 17日（土） 14：00 ～ 15：00
要予約   対象：小学生以上　定員 10 人　持ち物：持参できる人はラケット

読み聞かせ 19日（月） 11：00 ～
みんなあつまれ 入園グッズづくり 26日（月） 10：30 ～ 12：00
要予約 200円   定員 10 組　持ち物：裁縫道具

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ 9日（金） 11：00 ～ 11：20
チャレンジタイム 冬の米粉パンケーキ作り
要予約 100円   17日（土） 14：00 ～ 15：30
対象：小学生以上　定員 20 人　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

	育児相談 19日（月） 10：00 ～ 12：00
子育て勉強会 乳幼児期の食事の大切さについて
要予約   定員 20 組 27日（火） 10：30 ～ 11：30

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

みんなあつまれ 巻きずし作り 2日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員 20 組　持ち物：巻きす・お皿・はし・フォーク

育児相談・身体測定 19日（月） 10：30 ～ 11：30

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

チャレンジタイム バレンタインのチョコ作り
要予約 100円   10日（土） 10：30 ～ 12：00
対象：小学生以上　定員 15 人　持ち物：エプロン・三角巾・マスク・手拭き

育児相談・身体測定 16日（金） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 21日（水） 11：00 ～ 11：20
お下がり会 26日（月） 10：30 ～ 11：15
出品者要申し込み。出品者は 10：15 までにお越しください。　

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

読み聞かせ 5日（月） 11：00 ～ 11：20
育児相談 16日（金） 10：30 ～ 12：00
囲碁・将棋を楽しもう 19・26日（月） 15：30 ～ 16：30対象：小学生以上

子育て勉強会 子育てに生かそうコーチング
要予約   定員 20 組 19日（月） 10：30 ～ 11：30
みんなあつまれ ママキッズ・ビクス
要予約   定員 25 組　持ち物：タオル・

飲み物・運動靴 22日（木） 10：30 ～ 11：30

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

読み聞かせ 2・16日（金） 11：00 ～
チャレンジタイム バレンタイン大作戦♪
要予約 100円   対象：小学生　
定員 20 人　持ち物：飲み物　 3日（土） 10：00 ～ 12：00

育児相談 9日（金） 10：30 ～ 12：00

ファミリーサポート登録会 2日（金） 10：30 ～持ち物：印鑑

育児相談・身体測定 2日（金） 10：30 ～ 12：00★身体測定は 10：00 ～ 12：00

みんなあつまれ やしょうま作り 8日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員 20 組　持ち物：飲み物

読み聞かせ 26日（月） 11：00 ～ 11：20

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

読み聞かせ 2・9・16日（金） 11：00 ～ 11：20
わらべうた 5・19・26日（月） 11：10 ～
育児相談・身体測定 9日（金） 10：30 ～ 12：00
チャレンジタイム アイロンビーズ作り
要予約 100円   対象：小学生 10日（土） 10：30 ～ 11：30
地域の知恵袋 入園前の袋作り
要予約 13日（火）・14日（水） 9：30 ～ 12：00
対象：入園前の穂高地域にお住まいの保護者

みんなあつまれ！ 16日（金） 10：30 ～ 11：302 月生まれハッピーバースディ♡

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

中高生対象 クライミング教室 3日（土） 14：00 ～ 15：30
要予約   対象：中学生・高校生　定員 15 人　持ち物：運動靴

育児相談 5日（月） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 5日（月） 11：00 ～ 11：20

キッズパーク リズムあそび
要予約  6日（火）・8日（木） 10：30 ～ 11：30
 対象：6 日（火）は 1.2 歳児合同　定員 5 組、8 日（木）は 0 歳児　定員
10 組　持ち物：飲み物

読み聞かせ　ひばりの会さん 8日（木） 16：00 ～
対象：小学生以上

チャレンジタイム オカリナコンサート
対象：小学生以上

14日（水） 16：00 ～

みんなあつまれ 牛乳パックのいす作り
要予約   定員 20 組 27日（火） 10：30 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

4日（日） 11日（日）建国記念の日 12日（月）振替休日 18日（日） 25日（日）
や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

武 田 内 科 ク リ ニ ッ ク
88-6500［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

こ う の 内 科 循 環 器 科
71-5881［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

丸 山 歯 科 医 院
82-7505［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

山 田 歯 科 医 院
73-7575［豊科］

堀 金 歯 科 医 院
72-6975［堀金］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

2月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日

※市内 9 つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。
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次回発行……2月14日（水）

本庁舎夜間・休日開庁日

本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 71-2000	 FAX 71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口2月6日（火）・20日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日2月25日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2018.1.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,056 人（－ 12）男 47,583 人（－ 3）女 50,473 人（－ 9）
世帯　39,320 世帯（+23）　※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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税の申告受付のお知らせ
平成 29 年中の所得などに関わる市県民税・所得税の申告受付を行います。申告に必要な書

類を事前に確認し、会場に持参ください。　問税務課市民税担当（471・3111　672・2065）

●日程・会場
《受付時間》【午前の部】午前８時 30 分～ 11 時　【午後の部】午後１時～４時　※平日開催

市役所本庁舎
１階�番窓口

穂高支所別館
2階大会議室

三郷支所
2階講義室

堀金支所
3階会議室1

明科支所
2階会議室2 日程

２
月

1 日（木）

開催日

1 日（木）
2 日（金） 2 日（金）
5 日（月）

開催日

5 日（月）
6 日（火） 6 日（火）
7 日（水）

開催日

7 日（水）
8 日（木） 8 日（木）
9 日（金） 9 日（金）

13 日（火） 13 日（火）
14 日（水） 14 日（水）
15 日（木） 15 日（木）
16 日（金）

開催日

開催日

16 日（金）
19 日（月） 19 日（月）
20 日（火） 20 日（火）
21 日（水） 21 日（水）
22 日（木） 22 日（木）
23 日（金） 23 日（金）
25 日（日） 25 日（日）
26 日（月）

開催日

26 日（月）
27 日（火） 27 日（火）
28 日（水） 28 日（水）

３
月

1日（木）
～15日（木）

1日（木）
～15日（木）

が
申告受付開催日になります

①上記会場以外は申告受付を行いません。
②いずれの会場でも申告受付できます。
③平日に都合がつかない場合は、2月25日（日）の
　「申告受付」（市役所本庁舎）を利用ください。

広報あづみの 263 号（1 月10 日発行）７頁「税の申告受付のお知らせ」の掲載内容に誤りがありました。
【誤】平日に都合がつかない場合は、12 月25 日（日）の「申告受付」（市役所本庁舎）を利用ください。
→正しい日程は２月25日（日）です。お詫びして訂正いたします。　　　　　　　　　　　【秘書広報課】


